
招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類
等

計
算
書
類
等

株
主
総
会
参
考
書
類

― 1 ―

（証券コード 5660）
2019年５月30日

株 主 各 位
兵 庫 県 尼 崎 市 中 浜 町 10 番 地 １

　

代表取締役社長 藤 井 晃 二
　

第87回定時株主総会招集ご通知
　
拝啓 平素は格別のご高配を賜わり、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第87回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、お繰り合わせのうえ、ご出席
くださいますようご案内申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、お手数な
がら後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示いた
だき、来る2019年６月19日（水曜日）午後５時30分までに当社に到達するようご返送くださいます
ようお願い申しあげます。

敬 具
　

記
　

（1）日 時 2019年６月20日（木曜日）午前10時
（2）場 所 兵庫県尼崎市中浜町26番地１ 当社線輪倶楽部会館
（3）株主総会の目的事項

報告事項 1． 第87期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）事業報告の内容、連結計
算書類の内容ならびに会計監査人および監査役会の連結計算書類監査結果報告
の件

2． 第87期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）計算書類の内容報告の件
決議事項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役全員任期満了につき８名選任の件
第３号議案 補欠監査役１名選任の件

以 上
◇

◎ 当日ご出席の方は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいま
すようお願い申しあげます。

◎ 株主総会参考書類および事業報告、連結計算書類および計算書類に修正が生じた場合は、
修正後の事項をインターネット上の当社ウェブサイト（http://www.shinko-wire.co.jp）
に掲載させていただきます。

◎ 当日は軽装（クールビズ）にて実施させていただきますので、株主さまにおかれましても
軽装でご出席くださいますようお願い申しあげます。

宝印刷株式会社 2019年05月15日 20時02分 $FOLDER; 1ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



― 2 ―

（添付書類）
　

事 業 報 告
　

（2018
2019

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

　
１．企業集団の現況に関する事項
　

（1）事業の経過および成果
当期におけるわが国経済は、政府の各種経済政策の効果を背景とした企業収益や雇用環境
の改善により緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、相次いでいる自然災害の影
響に加え、米国・中国間の保護主義的な通商政策に基づく貿易摩擦による世界経済の下振れ
リスクの増大などにより、先行きは依然として不透明な状態が続いております。
このような状況のなか、当社グループは、販売拡大および売上構成の改善を図るととも
に、原材料価格や副資材価格等の上昇に対しては、徹底したコスト削減を行う一方で販売価
格是正の浸透にも努めてまいりましたが、公共事業関連での労務・資材不足による工事進捗
遅れや、2018年9月に発生した台風21号の影響を受けました。
その結果、当期における当社の連結業績は、売上高は288億51百万円と前期に比べ77百
万円増加したものの、営業利益、経常利益はそれぞれ6億10百万円（前期比2億11百万円減
少）、5億58百万円（前期比1億44百万円減少）となりました。また親会社株主に帰属する
当期純利益は、28百万円（前期比3億96百万円減少）となりました。

なお、2018年4月1日付けで、鋼索事業のグローバルレベルでのコスト競争力、高品質・
高付加価値製品の創出を目指して、連結子会社であった株式会社テザックワイヤロープを吸
収合併いたしました。また、本合併に伴う株式会社神戸製鋼所への当社普通株式の交付によ
り、当社は株式会社神戸製鋼所の連結子会社（会社法施行規則第3条第3項第2号に該当）と
なりました。

つぎに主な事業区分ごとに当期の概況をご報告いたします。

特殊鋼線関連事業
ＰＣ関連製品
公共事業関連では、労務不足等の影響による工事進捗の遅れやＰＣ鋼材の使用量の少ない
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補修・補強分野が継続的に増加する等の厳しい状況が続いており、販売数量・売上高はとも
に前期に比べ減少しました。民間事業関連では労務不足の影響で工事進捗の遅れがあったも
のの、工場製造のプレキャスト製品が大幅に増加し、販売数量および売上高は前期に比べ増
加となりました。ＰＣ関連製品全体として、販売数量は民間事業関連向けが増加したもの
の、公共事業関連向けの減少により前期に比べ減少となりました。売上高については高付加
価値商品の販売増加により前期に比べ増加となりました。
　
ばね・特殊線関連製品
自動車向けの弁ばね用鋼線（オイルテンパー線）は、一部海外向けで減少したものの、国
内向けの大幅な増加により、前期に比べ販売数量・売上高ともに増加しました。
ばね用ニッケルめっき鋼線は、主要な需要分野であるプリンター分野において、海外向け
の需要が減少したものの、国内向けおよび非プリンター分野が増加したため、前期並みの販
売数量・売上高となりました。
亜鉛めっき鋼線は、自動車分野、農業資材向け等の案件増加により、前期に比べ販売数
量・売上高ともに増加しました。
ステンレス鋼線は、主要な需要分野である自動車分野が堅調であり、前期に比べ販売数
量・売上高ともに増加しました。

　
その結果、特殊鋼線関連事業全体の売上高は156億円と前期に比べ5億13百万円増加とな
ったものの、営業利益は台風影響もあり、5億79百万円と前期に比べ5百万円の減少となり
ました。

　
鋼索関連事業
ワイヤロープの国内需要は緩やかに回復が続いている状況のなかで、高付加価値製品への
シフトがあったものの、安価な海外製品の流入により前期に比べ販売数量・売上高は減少と
なりました。輸出については、エレベータ向け製品における主要ユーザーの現地調達化の動
きが強まったものの、港湾クレーン向けが堅調に推移したことにより、販売数量・売上高と
もに前期と比べ微増となりました。
その結果、鋼索関連事業全体の売上高は115億85百万円と前期に比べ21百万円減少とな
り、営業損益は12百万円の損失（前期は1億4百万円の利益）となりました。
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エンジニアリング関連事業
建築向け製品においては、構造ケーブルや耐震補強ケーブルは案件増加により、前期に比
べ売上高は増加となりました。一方で、土木・橋梁分野では、受注案件の工期遅れの影響が
あり、売上高は前期に比べて大きく減少し、交通・環境・施設向け製品の売上高も案件数の
減少および受注案件の工期遅れ等の影響により前期に比べ減少となりました。
その結果、エンジニアリング関連事業全体の売上高は15億99百万円と前期に比べ4億17
百万円減少となり、営業損益は6百万円の損失（前期は83百万円の利益）となりました。

　
その他
不動産関連事業の売上高、営業利益はそれぞれ66百万円、51百万円と前期並みとなりま
した。

　
（2）対処すべき課題

今後のわが国経済は、雇用・所得環境の改善傾向のなかで、政府の各種経済政策の効果に
より緩やかな回復が続くことが期待されるものの、自然災害の影響に加え、米国・中国間の
保護主義的な通商政策に基づく貿易摩擦による世界経済の下振れリスクの増大や金融資本市
場の変動の影響等に留意していく必要があります。
当社グループを取り巻く事業環境は、公共投資関連分野では、新設工事の発注が減少し、
高付加価値分野の市場が縮小するなど、販売環境の悪化が想定されます。民間需要関連分野
では、自動車産業関連において、世界的に自動車販売台数は引き続き高水準を維持すると想
定される他、建築市場は緩やかな回復を想定するものの、引き続き人手不足・資材不足等の
影響により工事進捗の遅れが予想されます。また、鋼材等の原材料価格、エネルギーコス
ト、物流コスト等の上昇により、先行き不透明な状況で推移するものと予想されます。さら
に、昨年の台風影響により、自然災害に対する備えの重要性を改めて認識いたしました。
このような状況のなかで、事業基盤のさらなる強化および災害に強い生産体制の構築によ
り、いかなる事業環境の変化にも耐えられる「強い会社」の実現のため以下の課題に取り組
んでまいります。
・国内および海外事業での確実な需要取り込みによる最大販売量の確保
・新製品の開発による事業拡大および成長戦略の構築
・生産活動の基本である５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）活動の積極的な展開による
安全体制の強化
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・Ｑ(品質)、Ｃ(コスト)、Ｄ(納期)の改善およびお客様満足度の向上による収益基盤の構
築、事業競争力の強化
・災害に強い生産・供給体制の構築
　
この他、当社グループでは、コンプライアンスの徹底、働き方改革の加速、環境・地域社
会への貢献等の社会・時代の要請に対しても、積極的かつ継続的に取り組み、企業の社会的
責任を果たしてまいります。

株主の皆様におかれましては、なお一層のご支援とご鞭撻を賜わりますようお願い申しあ
げます。

　
（3）設備投資の状況

当期の設備投資は10億20百万円で、主にばね関連製品の増産投資や品質関連投資および
生産設備の更新工事等であります。

　
（4）資金調達の状況

重要な該当事項はありません。
　
（5）財産および損益の状況

　

区 分 2015年度
第 84 期

2016年度
第 85 期

2017年度
第 86 期

2018年度
第87期(当期)

売 上 高（百万円） 29,151 27,040 28,773 28,851
経 常 利 益（百万円） 1,131 513 703 558
親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 541 328 424 28
１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 104円07銭 63円14銭 81円56銭 4円83銭
総 資 産（百万円） 42,341 42,389 42,468 40,687
純 資 産（百万円） 19,338 19,525 19,940 19,507

　（注）１．過年度決算に関し、会計上の誤謬が判明したため、第84期については、当該誤謬の訂正後の数値を
記載しております。

２．『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）を当連結
会計年度の期首から適用しており、第86期については、当該会計基準を遡って適用した後の数値と
なっております。
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３．2017年10月１日付で単元株式数の変更（1,000株から100株に変更）および株式併合（10株を１
株に併合）を実施しました。１株当たり当期純利益につきましては第84期の期首に株式併合が行わ
れとた仮定して、数値を算出しております。

（6）重要な親会社および子会社の状況
①親会社の状況
当社の親会社は、株式会社神戸製鋼所で、同社は2018年４月１日付で、当社の株式
710,228株を取得いたしました。これにより同社の当社議決権所有割合が40％以上となり、
また当社の取締役会に占める同社出身取締役の員数が過半数であることにより、当社の親会
社に該当することとなりました。同社は当社株式を42.51%所有しております。
同社から製品の主要原材料である線材を商社を通して購入しており、取引条件については
市場価格に基づいて価格交渉の上、一般的取引条件と同様に決定しております。
当社取締役会は、これらの取引条件を把握し、親会社から独立して最終的な意思決定を行
っており、当社グループの利益を害するものではないと判断しております。
また同社からは取締役１名が就任しております。

②重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 出資比率 主要な事業内容
百万円 ％

神鋼鋼線ステンレス株式会社 99 100.0 線材製品の製造

コウセンサービス株式会社 99 100.0 線材製品の部品等の製造お
よび設備保全

尾上 ロープ 加工 株式会社 10 100.0 線材製品の加工
株 式 会 社 ケ ー ブ ル テック 10 100.0 線材製品の加工

株式会社テザック神鋼ワイヤロープ 80 100.0 線材製品の販売

テザックエンジニアリング株式会社 10 100.0 線材製品の加工
株式会社アイチ・テザック 10 100.0 線材製品の販売

千元
神鋼鋼線（広州）販売有限公司 5,000 100.0 線材製品の販売

蔕賽克神鋼鋼索商務諮詢（上海）有限公司 1,000 100.0 線材製品関連の技術コンサ
ルティング

　

（注）１．当社の連結子会社は上記の９社であり、持分法適用会社は３社であります。
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２．特定完全子会社に該当する子会社はありません。
３．2018年４月１日付で、当社の連結子会社である株式会社テザックワイヤロープを吸収合併いたしま
した。

４．当社の完全子会社であるテザックエンジニアリング株式会社および株式会社アイチ・テザックは
2019年４月１日付で、テザックエンジニアリング株式会社を存続会社、株式会社アイチ・テザック
を消滅会社とする吸収合併をいたしました。

（7）主要な事業内容
　

事 業 区 分 事 業 内 容

特殊鋼線関連事業
ＰＣ関連製品

ＰＣ鋼線、ＰＣ鋼より線、ケーブル加工製品、こ
れらに付随する部材および機器などの製造および
販売

ばね・特殊線関連製品 ばね用鋼線、めっき鋼線、ステンレス鋼線、特殊
金属線などの製造および販売

鋼索関連事業 一般ロープ、特殊ロープ、鋼より線、ステンレスロ
ープなどの製造および販売

エンジニアリング関連事業 架設・緊張用部材および機器、線材３次加工製品
などの製造および販売

その他 不動産の賃貸等

（8）主要な営業所および工場
①当社
本 社：兵庫県尼崎市
支 店：東 京（東京都品川区） 大 阪（大阪府大阪市）

九 州（福岡県福岡市）
営 業 所：名古屋（愛知県名古屋市） 札 幌（北海道札幌市）

東 北（宮城県仙台市）
工 場：尼 崎（兵庫県尼崎市） 尾 上（兵庫県加古川市）

二色浜（大阪府貝塚市）
②子会社
神鋼鋼線ステンレス株式会社：大阪府泉佐野市 コウセンサービス株式会社：兵庫県尼崎市
尾上ロープ加工株式会社：兵庫県加古川市 株式会社ケーブルテック：兵庫県神戸市
株式会社テザック神鋼ワイヤロープ：大阪府大阪市 テザックエンジニアリング株式会社：大阪府貝塚市
株式会社アイチ・テザック：愛知県名古屋市 神鋼鋼線（広州）販売有限公司：中華人民共和国広東省広州市
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蔕賽克神鋼鋼索商務諮詢（上海）有限公司：中華人民共和国上海市
(注）１．2018年４月１日付で、当社の連結子会社である株式会社テザックワイヤロープを吸収合併いた

しました。
２．当社の完全子会社であるテザックエンジニアリング株式会社および株式会社アイチ・テザックは
2019年４月１日付で、テザックエンジニアリング株式会社を存続会社、株式会社アイチ・テザ
ックを消滅会社とする吸収合併をいたしました。

（9）従業員の状況
　

事 業 区 分 従 業 員 数
特殊鋼線関連事業 376名
鋼索関連事業 420名
エンジニアリング関連事業 39名
全社共通 68名

合 計 903名
　

（注）１．従業員数は就業人員数であります。
２．不動産関連事業には専従の従業員はおりません。
３．全社共通として記載している従業員数は、特定の事業に区分できない、管理部門に所属しているも
のであります。

４．前期末従業員数（877名）に対し、26名増加しております。

（10）主要な借入先
借 入 先 借 入 額

百万円
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 2,510
株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 2,356
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,878

（11）その他株式会社の現況に関する重要な事項
2017年12月８日に公表いたしましたとおり、当社グループは、カナダにおいて、当社グ
ループの製造した自動車向け金属製品に関して訴訟（以下、「本件訴訟」といいます。）を提
起されました。今後、当社グループに対して、本件訴訟と同種の訴訟が提起される可能性が
あります。
当社は、これらの訴訟に関して、適切に対応してまいります。
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２．会社の株式に関する事項
株式の概況

　

（1）発行可能株式総数 8,800,000株

（2）発行済株式の総数 5,912,999株
(注)2018年４月１日付で新たに当社の株式を43,113株を発行いたしました。この発行
により、同４月１日付で発行済株式の総数は5,912,999株となりました。

（3）株主数 4,108名

（4）大株主
　

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
株 式 会 社 神 戸 製 鋼 所 2,513,422株 42.51％
神 鋼 鋼 線 取 引 先 持 株 会 276,845 4.68
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 151,271 2.56
株 式 会 社 メ タ ル ワ ン 147,630 2.50
神 鋼 鋼 線 従 業 員 持 株 会 130,847 2.21
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 115,296 1.95
神 鋼 商 事 株 式 会 社 100,000 1.69
三 井 物 産 ス チ ー ル 株 式 会 社 78,400 1.33
み ず ほ 信 託 銀 行 株 式 会 社 78,400 1.33
丸 山 三 千 夫 75,000 1.27

　

（注）１．上記のほか当社所有の自己株式872株があります。
２．持株比率は自己株式を控除して算出しております。
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３．会社役員に関する事項
　

（1）取締役および監査役の状況
　

地 位 氏 名 担当および重要な兼職の状況

代表取締役社長 藤 井 晃 二

代 表 取 締 役
専務執行役員 髙 木 功

社長補佐、関係会社の統括ならびにロープ事業部長な
らびに株式会社テザック神鋼ワイヤロープ代表取締役
社長

取 締 役
常務執行役員 谷 川 文 男

技術開発本部の統括ならびにロープ製造の統括ならび
にロープ事業部尾上事業所長兼同製造部長ならびに尾
上ロープ加工株式会社代表取締役社長

取 締 役
常務執行役員 平 井 久 嗣

特殊鋼線関連事業およびエンジニアリング事業部およ
び尼崎事業所の統括ならびにＰＣ鋼線事業部長ならび
に東京支店長ならびに九州支店、営業所の担当

取 締 役
執 行 役 員 吉 田 裕 彦 グループコンプライアンスの担当ならびに総務本部長

兼同企画部長

取 締 役 生 治 理 仁 株式会社神戸製鋼所鉄鋼事業部門企画管理部担当部長
兼コンプライアンス統括部担当部長

取 締 役 田 中 崇 公 中之島中央法律事務所弁護士

取 締 役 佐 竹 隆 幸
関西学院大学専門職大学院経営戦略研究科教授ならび
に兵庫県立大学名誉教授ならびにメック株式会社取締
役監査等委員長

監 査 役 藤 森 直 樹 （常 勤）
監 査 役 前 田 眞 一 （常 勤）
監 査 役 森 下 芳 樹 株式会社大阪チタニウムテクノロジーズ顧問
監 査 役 今 井 一 雅 神鋼ＥＮ＆Ｍサービス株式会社顧問役

　

（注）１．当期中の取締役および監査役の異動
取締役 中川裕文氏は2018年６月27日開催の第86回定時株主総会終結の時に任期満了により退任
いたしました。
生治理仁、佐竹隆幸の両氏は同総会において新たに取締役に選任され就任いたしました。
森下芳樹、今井一雅の両氏は2018年4月10日付で神戸地方裁判所尼崎支部より、仮監査役（社外監
査役）として選任され、就任しております。また、同総会において改めて監査役に選任され就任い
たしました。
なお、社外監査役 生治理仁、星川保文の両氏は2018年4月13日付で辞任いたしました。
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２．取締役 田中崇公、佐竹隆幸の両氏は、社外取締役であります。
　 なお、当社は田中崇公、佐竹隆幸の両氏を株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員として
同取引所に届け出ております。

３．監査役 森下芳樹、今井一雅の両氏は社外監査役であります。
４．監査役 今井一雅氏は経理分野に精通しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するも
のであります。

５．監査役 森下芳樹氏は、2019年3月31日付で株式会社大阪チタニウムテクノロジーズの顧問を退任
いたしました。

６．当社は取締役の監督機能の強化および業務執行体制をより明確にするため、執行役員制度を導入し
ております。取締役兼務者を除く2019年４月１日現在の執行役員は以下のとおりです。

地 位 氏 名 担 当

常務執行役員 森 野 徹 ロープ事業部二色浜事業所長兼同製造部長ならびに同
ロープ技術センター長

執 行 役 員 石 川 敬 士 エンジニアリング事業部長ならびに大阪支店長ならび
にコウセンサービス株式会社代表取締役社長

執 行 役 員 德 重 啓 司
グループ品質管理の担当ならびに技術開発本部長兼同
技術総括部長兼同開発部長ならびに尼崎事業所技術部
の支援

執 行 役 員 小 池 磨
ばね特線事業部長ならびに神鋼鋼線ステンレス株式会
社代表取締役社長ならびに全社海外事業の担当ならび
に神鋼鋼線(広州)販売有限公司董事長ならびに蔕賽克神
鋼鋼索商務諮詢(上海)有限公司董事長

執 行 役 員 岡 﨑 達 也 尼崎事業所長ならびに株式会社ケーブルテック代表取
締役社長

　

　
（2）責任限定契約の内容の概要

当社は、社外取締役および監査役全員と会社法第423条第1項の損害賠償責任を限定する
契約を締結しており、当該契約に基づく損害賠償責任限度額は、法令が規定する額としてお
ります。
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（3）取締役および監査役の報酬等の額
　

区 分 支給人員 支 給 額 摘 要
取 締 役
（うち社外取締役）

８名
（２名）

１４９百万円
（８百万円）左記の金額には使用人兼務取締役の使用人

分給与（７百万円）は含まれておりませ
ん。

監 査 役
（うち社外監査役）

４名
（２名）

４５百万円
（９百万円）

合 計 １２名 １９５百万円
　

（4）社外役員に関する事項
①他の法人等の業務執行者、社外役員等の兼職状況および当社と当該他の法人等との関係
・取締役 佐竹隆幸氏は、メック株式会社取締役監査等委員長であります。なお同社と当
社との間に特別な関係はありません。

・監査役 森下芳樹氏は、株式会社大阪チタニウムテクノロジーズ顧問でありましたが、
2019年３月31日をもって退任いたしました。なお、同社と当社の間に特別な関係はあ
りません。

・監査役 今井一雅氏は、神鋼ＥＮ＆Ｍサービス株式会社顧問役であります。なお、同社
は当社の特定関係事業者（兄弟会社）であります。

②当該事業年度における主な活動状況
　

区 分 氏 名 主 な 活 動 状 況

取 締 役 田中 崇公
当事業年度に開催の取締役会18回すべてに出席し、弁護士と
しての豊富な専門知識と実務経験を活かし、必要な発言を適
宜行っております。

取 締 役 佐竹 隆幸
2018年６月27日就任後、当事業年度に開催の取締役会14回
すべてに出席し、経営系専門職大学院教授としての豊富な専
門知識や実務経験を活かし、必要な発言を適宜行っておりま
す。

監 査 役 森下 芳樹
当事業年度に開催の取締役会18回すべてに出席し、公正な意
見の表明を行いました。また開催した監査役会19回すべてに
出席し、監査の方法その他の監査役の職務の執行に関する事
項について公正な意見の表明を行いました。

監 査 役 今井 一雅
当事業年度に開催の取締役会18回のうち17回に出席し、公正
な意見の表明を行いました。また開催した監査役会19回すべ
てに出席し、監査の方法その他の監査役の職務の執行に関す
る事項について公正な意見の表明を行いました。
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４．会計監査人に関する事項
（1）会計監査人の名称 有限責任 あずさ監査法人
　
（2）会計監査人の報酬等の額

　

支 払 額
当該事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 39百万円
当社および子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 39百万円

　

（注）１．当社と会計監査人との監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監
査報酬の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、上記の金額にはこれらの合
計額を記載しております。

２．監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務執行状況および報酬見積りの算定根拠
などが適切であるかどうかについて必要な検証を行った上で、上記の金額に同意いたしました。

３．当社の重要な子会社のうち、海外に所在する子会社は、当社の会計監査人以外の監査法人の監査を
受けております。

　
（3）会計監査人の解任または不再任の決定の方針

当社では、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号記載のいずれかに該当す
ると認められる場合には、監査役全員の同意のもとに会計監査人を解任します。
また、会計監査人が会計監査を適切に遂行できないと判断されるとき、その他その必要が
あると判断した場合、監査役会が当該会計監査人の解任または不再任に係る議案の内容を決
定のうえ、取締役会が株主総会に提出します。

　
５．会社の体制および方針
（1）取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他業務の

適正を確保する体制
取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他業務の
適正を確保する体制の整備に関する基本方針の内容の概要は次のとおりであります。
　
①取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
法令遵守および企業として実践すべき普遍的な考え方を定めた「神鋼鋼線工業行動指針」、
ならびに日々の業務活動の中での行動基準となる「コンプライアンス綱領」を制定し、また
取締役会の独立諮問機関としてコンプライアンス委員会を設置、さらに内部通報制度として
外部の弁護士およびコンプライアンス推進室を受付窓口としてコンプライアンス体制を整備
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するとともに、取締役・執行役員および従業員の職務の執行状況の適法性について、内部監
査部門である監査室が適宜監査を実施する。
②財務報告の適正性確保のための体制
当社は、「財務報告に係る内部統制基本規程」に従い財務報告の適正性を確保するための
社内体制を整備する。
③取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
法令および「文書取扱規程」等の社内規程に従い適切に保存および管理を行う。
④損失の危険の管理に関する規程その他の体制
「リスク管理規程」によって、管理体制、管理すべきリスク項目及びその対応策等を定
め、リスクを管理する。また、リスク管理の状況については、定期的にモニタリングを実施
する。
⑤取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
1）当社では、経営の意思決定と業務執行の機能を分離し、責任と権限の明確化、意思決
定の迅速化、コーポレート・ガバナンスの強化を図るため、2017年6月から新たに執行役
員制度を導入している。
2）「職制規程」「業務分掌規程」「職務権限規程」等の社内規程を整備し、また担当業務を
明確に定めた上、それに基づいて取締役および執行役員は職務の執行を行う。
⑥当該株式会社並びにその親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保す
るための体制
「関係会社管理規程」によって、関係会社の経営管理上の重要事項の処理については、当
社の承認を必要とし、また関係会社の経営内容を的確に把握するために当社への報告を必要
とする事項を定め、さらに定期的に関係会社の業況報告会等を実施する。
また、関係会社に対して適宜取締役または監査役を派遣し、関係会社の取締役会へ出席す
るとともに、関係会社の経営を管理・監督する。
⑦監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関す
る事項
監査室に監査役会の事務局の業務を併せて担当させ、監査役の職務を補助する。
⑧前号の使用人の取締役からの独立性に関する事項
監査室の人事に関しては、事前に監査役または監査役会に報告の上、意見を求める。
⑨第７号の使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
事務局の使用人は「監査役監査規程」に従い、監査役の指示を受けて監査役監査に係る補
助業務等を行う。なお、監査役監査にかかる補助業務等の遂行にあたっては、取締役・執行
役員および使用人はこれを妨げず、監査の実効性確保に協力する。
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⑩取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に関する体制
取締役・執行役員および従業員は、監査役または監査役会に対して、決裁事項を始め、業
務執行に係る重要事項、監査室が実施する内部監査の結果等の報告を適宜行う。
加えて、子会社の状況については、必要に応じて、子会社の取締役、監査役、使用人から監
査役に対して報告を行う。また、監査室は、監査役会または監査役に対して子会社のコンプ
ライアンス、リスク管理等について適宜報告を行う。
また監査役は、いつでも取締役・執行役員および従業員等に対して必要な資料の提出また
は報告を求めることができる。
⑪前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確
保するための体制
「内部通報システム」における内部通報者の不利益待遇の禁止と同様に、監査役に報告を
行った者が不利な取扱いを受けないことをコンプライアンス綱領に定め、その周知徹底を図
る。
⑫監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の職務の執行につい
て生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
監査役がその職務の執行について、会社法に基づく費用の支払い等の請求をしたときは、
当該請求が監査役の職務の執行に必要ではないと認められた場合を除き、速やかに当該費用
または債務を処理する。なお、監査役および監査役会は、職務上必要と認める費用につい
て、毎年、あらかじめ一定額の予算を計上する。
⑬その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
監査役は、取締役会を始め重要な社内会議に出席し、取締役等の執行状況を十分に監視す
るとともに、決裁書類およびその他重要書類の閲覧を行う。また、監査役会は「監査役監査
の方針および計画」を毎年、取締役全員に説明する。
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（2）取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
その他業務の適正を確保する体制の運用の概要
当社では、上記に掲げた業務の適正を確保するための体制の基本方針に基づき以下の具体
的な取り組みを行っております。

　
① 取締役の職務執行について
　主な会議の開催状況として、取締役会は18回開催され、取締役の適法性を確保し、取締
役の職務執行の適正性及び効率性を高めるために、監査役が取締役会に出席いたしました。
また、執行役員制度を導入しており、執行役員会を15回開催し、経営執行に関わる重要事
項を審議しました。
② 監査役の責務について
　監査役は、監査役会において定めた監査計画に基づき監査を行うとともに、監査役会を原
則月１回開催して情報共有を行っており、当期については19回開催しております。また、
内部監査の担当部署である監査室との緊密な連携を保ちつつ、内部監査の結果について報告
を受けております。さらに、取締役会等の重要な会議に出席し、適宜問題提起を行い、業務
執行が適切に行われているかの確認および監査の実効性の向上を図っております。
また、監査役は、監査室との連携のみならず当社および子会社の代表取締役、取締役なら

びに会計監査人との定期的な意見交換により、経営の健全化に努めております。
③ コンプライアンスについて
　社長を委員長とするコンプライアンス委員会を２回開催し、法令・社内規程の遵守状況等
に関し主管部署から報告を受けました。また、階層別研修や「語り合う場」の開催等コンプ
ライアンス推進活動を実施してまいりました。
④ 関係会社の管理体制について
　関係会社の経営管理上の重要事項については、当社の取締役会等で審議のうえ決定しまし
た。また関係会社の経営内容については、定期的に関係会社の業況報告会等を実施し、関係
会社から報告を受けました。
　また、当社は、関係会社に対して適宜取締役または監査役を派遣し、関係会社の取締役会
へ出席するとともに、関係会社の経営の管理・監督を行いました。

　
（注） 本事業報告の記載金額は、表示単位未満の端数を切り捨てています。
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連 結 貸 借 対 照 表
　

（2019年３月31日現在）
　

科 目 金 額 科 目 金 額
（資 産 の 部） 百万円 （負 債 の 部） 百万円

流 動 資 産 21,882 流 動 負 債 10,485
現 金 及 び 預 金 5,169 支払手形及び買掛金 2,849
受取手形及び売掛金 5,005 短 期 借 入 金 4,789
電 子 記 録 債 権 2,144 リ ー ス 債 務 2
商 品 及 び 製 品 3,640 １年内償還予定の社債 215
仕 掛 品 3,247 未 払 金 483
原材料及び貯蔵品 1,588 未 払 費 用 1,274
そ の 他 1,085 未 払 法 人 税 等 103

未 払 事 業 所 税 46
賞 与 引 当 金 594
設備関係支払手形 20
そ の 他 105

固 定 資 産 18,805 固 定 負 債 10,694
有 形 固 定 資 産 14,381 社 債 1,837
建 物 及 び 構 築 物 3,019 長 期 借 入 金 4,280
機械装置及び運搬具 5,313 リ ー ス 債 務 4
工具、器具及び備品 161 退職給付に係る負債 4,459
土 地 5,774 役員退職慰労引当金 7
リ ー ス 資 産 3 環 境 対 策 引 当 金 14
建 設 仮 勘 定 109 資 産 除 去 債 務 21
無 形 固 定 資 産 305 そ の 他 68
ソ フ ト ウ ェ ア 285 負 債 合 計 21,179
そ の 他 19 （純資産の部）
投資その他の資産 4,118 株 主 資 本 19,022
投 資 有 価 証 券 1,615 資 本 金 8,062
繰 延 税 金 資 産 1,214 資 本 剰 余 金 8,171
退職給付に係る資産 1,107 利 益 剰 余 金 2,789
そ の 他 206 自 己 株 式 △1
貸 倒 引 当 金 △25 その他の包括利益累計額 485

その他有価証券評価差額金 230
為替換算調整勘定 137
退職給付に係る調整累計額 117
純 資 産 合 計 19,507

資 産 合 計 40,687 負債及び純資産合計 40,687
　

（金額は百万円未満の端数を切り捨てています。）
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連 結 損 益 計 算 書
　

（2018
2019

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

　

科 目 金 額
百万円 百万円

売 上 高 28,851
売 上 原 価 23,548

売 上 総 利 益 5,302
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,691

営 業 利 益 610
営 業 外 収 益
受 取 利 息 及 び 配 当 金 74
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 7
そ の 他 138 220
営 業 外 費 用
支 払 利 息 55
そ の 他 217 272

経 常 利 益 558
特 別 利 益
受 取 保 険 金 330 330
特 別 損 失
退 職 給 付 費 用 422
災 害 損 失 402 825

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 64
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 176
法 人 税 等 調 整 額 △140 35
当 期 純 利 益 28
親会社株主に帰属する当期純利益 28

　

（金額は百万円未満の端数を切り捨てています。）
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連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
　

（2018
2019

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：百万円）
　

株 主 資 本
資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

当期首残高 8,062 6,652 3,035 △1,362 16,388
当期変動額
剰余金の配当 △274 △274
親会社株主に帰属する当期純利益 28 28
自己株式の取得 △0 △0
自己株式の処分 △366 1,362 996
非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動額 1,884 1,884
株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)
当期変動額合計 － 1,518 △246 1,361 2,634
当期末残高 8,062 8,171 2,789 △1 19,022
　

その他の包括利益累計額
非支配株主
持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 273 137 255 666 2,884 19,940
当期変動額
剰余金の配当 △274
親会社株主に帰属する当期純利益 28
自己株式の取得 △0
自己株式の処分 996
非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動額 1,884
株主資本以外の項目
の当期変動額(純額) △43 △0 △138 △181 △2,884 △3,066

当期変動額合計 △43 △0 △138 △181 △2,884 △432
当期末残高 230 137 117 485 － 19,507

　

（金額は百万円未満の端数を切り捨てています。）
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連 結 注 記 表
　
（連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
１．連結の範囲に関する事項

（1）連結子会社の数 ９社
神鋼鋼線ステンレス㈱、コウセンサービス㈱、尾上ロープ加工㈱、㈱ケーブルテック、㈱ア
イチ・テザック、テザックエンジニアリング㈱、㈱テザック神鋼ワイヤロープ、蔕賽克神鋼
鋼索商務諮詢（上海）有限公司、神鋼鋼線（広州）販売有限公司の９社を連結しています。
なお、当社の連結子会社であった㈱テザックワイヤロープは、2018年４月１日付で当社を
存続会社とする吸収合併により消滅したため、当連結会計年度より連結の範囲から除外して
おります。

２．持分法の適用に関する事項
（1）持分法適用の非連結子会社の数

ありません。
（2）持分法適用の関連会社の数 ３社

関連会社のファイベックス㈱、ＴＥＳＡＣ ＵＳＨＡ ＷＩＲＥＲＯＰＥ ＣＯ．，ＬＴＤ、
神鋼新确弾簧鋼線(佛山)有限公司については持分法を適用しています。

（3）持分法の適用の手続について特に記載する必要があると認められる事項
持分法を適用している会社のうち、決算日が連結決算日と異なる会社については、当該会社
の事業年度に係る計算書類を使用しております。

３．連結子会社の決算日等に関する事項
連結子会社のうち、蔕賽克神鋼鋼索商務諮詢（上海）有限公司、神鋼鋼線（広州）販売有限
公司の決算日は12月31日です。連結計算書類の作成にあたっては、同日現在の計算書類を
使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っていま
す。その他の連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しています。

４．会計方針に関する事項
（1）重要な資産の評価基準及び評価方法

有価証券
その他有価証券
時価のあるもの 連結決算日の市場価格等による時価法（評価差額は全部純資産直

入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
時価のないもの 移動平均法による原価法

デリバティブ 時価法
たな卸資産 通常の販売目的で保有するたな卸資産の評価基準は原価法（収益

性の低下による簿価切下げの方法）によっています。製品、原材
料、貯蔵品は総平均法、仕掛品はエンジニアリング部門の一部に
ついては個別法、その他は総平均法によっています。
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（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法
有形固定資産
（リース資産を除く）

定額法

無形固定資産
（リース資産を除く）

定額法

リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産につい
ては、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法に
よっています。

（3）重要な引当金の計上基準
貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収
可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しています。

賞与引当金 従業員に対して支給する賞与の支給に充てるため、支給見込額に
基づき計上しています。

役員退職慰労引当金 一部の子会社については、役員の退職慰労金の支給に備えるた
め、内規に基づく要支給額を計上しています。

環境対策引当金 「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措
置法」により処理が義務付けられているＰＣＢ廃棄物の処理費用
について、当連結会計年度末における見積額を計上しています。

（4）ヘッジ会計の処理
原則として繰延ヘッジ処理によっています。なお、個別に為替予約を付した外貨建金銭債権
債務等については振当処理によっており、特例処理の要件を満たす金利スワップ取引につい
ては特例処理によっています。

（5）その他連結計算書類作成のための重要な事項
退職給付に係る会計処理
の方法

退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結
会計年度末における見込額に基づき、退職給付債務から年金資産
の額を控除した額を計上しています。
なお、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会
計年度までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準
によっています。
過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の
一定の年数（10年）による定額法により費用処理しています。

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の
平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により
按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理して
います。
未認識数理計算上の差異および未認識過去勤務費用については、
税効果を調整の上、純資産の部におけるその他の包括利益累計額
の退職給付に係る調整累計額に計上しています。

消費税等の会計処理 消費税等の会計処理は、税抜方式によっています。
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(表示方法の変更に関する注記）
（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用）
「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第２８号 平成３０年２月１６日）を当連結会計
年度の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の
区分に表示しています。

(追加情報）
（退職給付債務の計算方法の変更）
当社は、2018年４月１日付で株式会社テザックワイヤロープを吸収合併しました。合併後、人事制度の統
一を順次進め、退職金制度については2019年４月１日付で当社制度に統合しました。これに伴い、被合併会
社である株式会社テザックワイヤロープの退職給付債務の算定方法を簡便法から原則法に変更しています。
　この変更により、当連結会計年度において退職給付費用422百万円の特別損失が発生しました。

(連結貸借対照表に関する注記）
１．有形固定資産の減価償却累計額 31,821百万円
２．保証債務 連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行って

います。
神鋼新确弾簧鋼線（佛山）有限公司（注） 129百万円
ＴＥＳＡＣ ＵＳＨＡ ＷＩＲＥＲＯＰＥ
ＣＯ．，ＬＴＤ

104百万円

（注）うち110百万円は㈱神戸製鋼所による債務保証を当社が再保証し
たものであります。

３．期末日満期手形等の処理 当連結会計年度末日は金融機関の休業日ですが、満期日に決済が行われ
たものとして処理しています。当連結会計年度末日残高から除かれてい
る当連結会計年度の末日満期手形等の金額は、以下のとおりです。
受取手形 106百万円
電子記録債権 87百万円
支払手形 128百万円
設備関係支払手形（流動負債その他） 6百万円

宝印刷株式会社 2019年05月15日 20時02分 $FOLDER; 22ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類
等

計
算
書
類
等

株
主
総
会
参
考
書
類

― 23 ―

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
１．当連結会計年度末における発行済株式の種類及び総数

普通株式 5,912,999株

２．配当に関する事項
（1）配当金支払額

　

決 議 株式の種類 配当金の
総額

１株当たりの
配当額 基準日 効力発生日

2018年６月27日
定 時 株 主 総 会 普通株式 156百万円 30円 2018年

３月31日
2018年
６月28日

2018年11月８日
取 締 役 会 普通株式 118百万円 20円 2018年

９月30日
2018年
12月10日

（2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
2019年６月20日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり付
議する予定です。

① 配当金の総額 118百万円
② 配当の原資 利益剰余金
③ １株当たりの配当額 20円
④ 基準日 2019年３月31日
⑤ 効力発生日 2019年６月21日
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（金融商品に関する注記）
１．金融商品の状況に関する事項

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、また、銀行等金融機関から
の借入により資金を調達しています。
受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規程に沿ってリスク軽減を図って
います。
投資有価証券は株式であり、上場株式については四半期ごとに時価の把握を行っています。
借入金の使途は運転資金であり、一部の長期借入金の金利変動リスクに対して金利スワップ
取引を実施して支払利息の固定化を実施しています。デリバティブは、借入金の金利変動リ
スクを回避するために利用し、投機的な取引は行っていません。

２．金融商品の時価等に関する事項
2019年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの
差額については、次のとおりです。

（単位：百万円）
　

連結貸借対照表
計上額(＊) 時価(＊) 差額

（1）現金及び預金 5,169 5,169 －
（2）受取手形及び売掛金 5,005 5,005 －
（3）電子記録債権 2,144 2,144 －
（4）投資有価証券
　 その他有価証券 760 760 －
（5）支払手形及び買掛金 （2,849） （2,849） －
（6）短期借入金 （3,787） （3,787） －
（7）社債 （2,052） （2,011） △41
（8）長期借入金 （5,282） （5,280） △1
（9）デリバティブ取引 － － －

　

（＊）負債に計上されているものについては、（ ）で示しています。
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（注１） 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項
（1）現金及び預金、（2）受取手形及び売掛金、（3）電子記録債権
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該
帳簿価額によっています。

（4）投資有価証券
これらの時価について、株式は取引所の価格によっています。

（5）支払手形及び買掛金、（6）短期借入金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該
帳簿価額によっています。

（7）社債、（8）長期借入金
これらの時価については、元利金の合計額を同様の新規発行又は借入を行った場
合に想定される利率で割り引いて算定する方法によっています。変動金利による
長期借入金は金利スワップの特例処理の対象とされており、当該金利スワップと
一体として処理された元利金の合計額を、同様の借入を行った場合に適用される
合理的に見積られる利率で割り引いて算定する方法によっています。

（9）デリバティブ取引
金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一
体として処理されているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載
しています。

（注２） 非上場株式（連結貸借対照表計上額209百万円）及び関係会社株式（連結貸借対照
表計上額645百万円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積る
ことなどができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「（4）投
資有価証券 その他有価証券」には含めていません。

（注３） 社債及び長期借入金は１年以内に返済予定のものも含んでいます。
(1年内償還予定の社債215百万円、1年内返済予定の長期借入金1,002百万円)

（１株当たり情報に関する注記）
１．１株当たり純資産額 3,299円65銭
２．１株当たり当期純利益 4円83銭
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（企業結合に関する注記）
共通支配下の取引等
当社は、2017年９月28日開催の取締役会において、当社が連結子会社である株式会社テザックワイヤロー
プを吸収合併することを決議し、2018年４月１日付で吸収合併しました。

１．取引の概要
（1）結合当事企業の名称及びその事業の内容
　 結合当事企業の名称 株式会社テザックワイヤロープ
　 事業の内容 ワイヤロープの製造・販売

（2）企業結合日
2018年4月1日

（3）企業結合の法的形式
　 当社を存続会社、株式会社テザックワイヤロープを消滅会社とする吸収合併

（4）結合後企業の名称
　 神鋼鋼線工業株式会社

（5）その他取引の概要に関する事項
当社グループの主要セグメントである鋼索関連事業の製品ブランド・製造・工程・開発・技術・品質
保証体制など鋼索事業に関わる神鋼鋼線グループの経営資源を結集することで、国内を含めたグローバ
ルレベルでのコスト競争力、高品質・高付加価値製品の創出を実現するため同社を吸収合併することと
しました。

２．実施した会計処理の概要
「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年9月13日）及び「企業結合会計基準及び
事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日）に基づき、
共通支配下の取引として会計処理を実施しています。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本
　

独立監査人の監査報告書
2019年５月７日

神鋼鋼線工業株式会社
取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 俣 野 広 行 ㊞
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 柴 原 啓 司 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、神鋼鋼線工業株式会社の2018年４月１日から2019年
３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変
動計算書及び連結注記表について監査を行った。
連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成
し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を表
明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行
った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得る
ために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手
続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて
選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法
人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正
な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経
営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、神鋼鋼線工業株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状
況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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貸 借 対 照 表
　

（2019年３月31日現在）
　

科 目 金 額 科 目 金 額
（資 産 の 部） 百万円 （負 債 の 部） 百万円

流 動 資 産 21,869 流 動 負 債 10,136
現 金 及 び 預 金 4,646 支 払 手 形 338
受 取 手 形 166 買 掛 金 2,550
電 子 記 録 債 権 1,719 短 期 借 入 金 4,742
売 掛 金 4,925 リ ー ス 債 務 2
製 品 3,641 1年内償還予定の社債 215
原 材 料 995 未 払 金 426
仕 掛 品 3,189 未 払 費 用 1,199
貯 蔵 品 475 未 払 法 人 税 等 67
短 期 貸 付 金 1,030 未 払 事 業 所 税 43
そ の 他 1,078 預 り 金 38

賞 与 引 当 金 475
そ の 他 37

固 定 資 産 18,622 固 定 負 債 10,252
有 形 固 定 資 産 14,161 社 債 1,837
建 物 2,825 長 期 借 入 金 4,280
構 築 物 100 リ ー ス 債 務 4
機 械 装 置 5,198 資 産 除 去 債 務 19
車 輌 運 搬 具 11 退 職 給 付 引 当 金 4,069
工 具 器 具 備 品 156 環 境 対 策 引 当 金 14
土 地 5,756 そ の 他 26
リ ー ス 資 産 3 負 債 合 計 20,389
建 設 仮 勘 定 109 （純資産の部）
無 形 固 定 資 産 304 株 主 資 本 19,871
ソ フ ト ウ ェ ア 284 資 本 金 8,062
そ の 他 19 資 本 剰 余 金 7,842
投資その他の資産 4,155 資 本 準 備 金 2,015
投 資 有 価 証 券 969 その他資本剰余金 5,826
関係会社株式及び出資金 1,246 利 益 剰 余 金 3,967
繰 延 税 金 資 産 1,204 その他利益剰余金 3,967
前 払 年 金 費 用 556 圧縮記帳積立金 50
そ の 他 205 繰越利益剰余金 3,917
貸 倒 引 当 金 △25 自 己 株 式 △1

評価・換算差額等 230
その他有価証券評価差額金 230
純 資 産 合 計 20,102

資 産 合 計 40,491 負債及び純資産合計 40,491
　

（金額は百万円未満の端数を切り捨てています。）
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損 益 計 算 書
　

（2018
2019

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

　

科 目 金 額
百万円 百万円

売 上 高 27,468
売 上 原 価 23,153

売 上 総 利 益 4,314
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,757

営 業 利 益 557
営 業 外 収 益
受 取 利 息 及 び 配 当 金 277
そ の 他 135 412

営 業 外 費 用
支 払 利 息 50
そ の 他 337 387

経 常 利 益 582
　特 別 利 益
受 取 保 険 金 329
抱 合 せ 株 式 消 滅 差 益 1,475 1,805
特 別 損 失
退 職 給 付 費 用 422
災 害 損 失 400 823

税 引 前 当 期 純 利 益 1,564
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 132
法 人 税 等 調 整 額 △158 △25
当 期 純 利 益 1,590

　

（金額は百万円未満の端数を切り捨てています。）
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株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
　

（2018
2019

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：百万円）
　

株 主 資 本

資 本 金
資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式株主資本合 計資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合 計
その他利益剰余金 利益剰余金

合 計圧縮記帳積立金 繰越利益剰余金
当期首残高 8,062 2,015 4,339 6,354 55 2,596 2,652 △1,362 15,706
当期変動額
剰余金の配当 △274 △274 △274
当期純利益 1,590 1,590 1,590
圧縮記帳積立金の取崩 △4 4 － －
自己株式の取得 △0 △0
自己株式の処分 △366 △366 1,362 996
合併による増加 1,853 1,853 1,853
株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)
当期変動額合計 － － 1,487 1,487 △4 1,320 1,315 1,361 4,164
当期末残高 8,062 2,015 5,826 7,842 50 3,917 3,967 △1 19,871
　

評価・換算差額等
純 資 産
合 計その他有価証券

評価差額金
評価・換算差額等
合 計

当期首残高 269 269 15,976
当期変動額
剰余金の配当 △274
当期純利益 1,590
圧縮記帳積立金の取崩 －
自己株式の取得 △0
自己株式の処分 996
合併による増加 1,853
株主資本以外の項目
の当期変動額(純額) △39 △39 △39
当期変動額合計 △39 △39 4,125
当期末残高 230 230 20,102
　

（金額は百万円未満の端数を切り捨てています。）
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個 別 注 記 表
　
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
１．重要な資産の評価基準及び評価方法
有価証券
子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法
その他有価証券
時価のあるもの 決算日の市場価格等による時価法（評価差額は全部純資産直入法に

よっており、売却原価は移動平均法により算定）
時価のないもの 移動平均法による原価法
デリバティブ 時価法
たな卸資産 通常の販売目的で保有するたな卸資産の評価基準は原価法（収益性

の低下による簿価切下げの方法）によっています。
製品、原材料、貯蔵品は総平均法、仕掛品はエンジニアリング部門
の一部については個別法、その他は総平均法によっています。

２．重要な減価償却資産の減価償却の方法
有形固定資産
（リース資産を除く）

定額法

無形固定資産
（リース資産を除く）

定額法

リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産について
は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっ
ています。

３．重要な引当金の計上基準
貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実

績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能
性を勘案し、回収不能見込額を計上しています。

賞与引当金 従業員に対して支給する賞与の支給に充てるため、支給見込額に基
づき計上しています。
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退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債
務及び年金資産の見込額に基づき計上しています。
数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内
の一定の年数（10年）による定額法により、発生の翌事業年度から
費用処理することとしています。
なお、過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以
内の一定の年数（10年）による定額法により費用処理することとし
ています。

環境対策引当金 「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置
法」により処理が義務付けられているＰＣＢ廃棄物の処理費用につ
いて、当事業年度末における見積額を計上しています。

４．ヘッジ会計の処理 原則として繰延ヘッジ処理によっています。なお、個別に為替予約
を付した外貨建金銭債権債務等については振当処理を行っていま
す。また、特例処理の要件を満たす金利スワップ取引については特
例処理によっています。

５．退職給付に係る会計処理 退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の
未処理額の会計処理の方法は、連結計算書類におけるこれらの会計
処理の方法と異なっています。

６．消費税等の会計処理 消費税等の会計処理は、税抜方式によっています。

(表示方法の変更に関する注記)
（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用）
「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第２８号 平成３０年２月１６日）を当事業年度
の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分
に表示しております。
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(貸借対照表に関する注記）
１．有形固定資産の減価償却累計額 30,723百万円
２．関係会社に対する金銭債権債務

短期金銭債権 4,056百万円
短期金銭債務 132百万円

３．保証債務 関係会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っています。
神鋼新确弾簧鋼線（佛山）有限公司（注） 129百万円
ＴＥＳＡＣ ＵＳＨＡ ＷＩＲＥＲＯＰＥ
ＣＯ．，ＬＴＤ

104百万円

神鋼鋼線（広州）販売有限公司 50百万円
（注）うち110百万円は㈱神戸製鋼所による債務保証を当社が再保証した

ものであります。
４．当事業年度末日満期手形等の
　 処理

当事業年度末日は金融機関の休業日ですが、満期日に決済が行われたもの
として処理しています。当事業年度末日残高から除かれている当事業年度
の末日満期手形等の金額は、以下のとおりです。
受取手形 37百万円
電子記録債権 45百万円
支払手形 128百万円
設備関係支払手形（流動負債その他） 6百万円

（損益計算書に関する注記）
関係会社取引高
売上高 10,513百万円
仕入高 2,536百万円
その他の営業取引高 396百万円
営業取引以外の取引高 1,607百万円

（株主資本等変動計算書に関する注記）
当事業年度末における自己株式の種類及び株式数 普通株式 872株
　

（税効果会計に関する注記）
繰延税金資産の発生の主な原因は、退職給付引当金及び賞与引当金であります。
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（関連当事者との取引に関する注記）
１. 親会社及び法人主要株主等

属 性 会社等の
名 称

議決権等の
所有(被所有)
割 合

関 連 内 容
取引の内容 取引金額

（百万円） 科 目 期末残高
（百万円）役員等の

兼 務 等 事業上の関係

親 会 社 ㈱神戸製鋼所 (42.5%) 兼任 １名転籍 ６名
当社製品の主
要原材料の購
入先。

株式取得対
価として当
社株式の交
付（注１）

1,303
（注２）

- -

（注１） ㈱テザックワイヤロープの吸収合併に向けた同社株式の取得対価として㈱神戸製鋼所へ当社株式を交
付しています。

（注２) 当社株式の価値については、当社から独立した第三者機関に算定を依頼し、公平性・妥当性を確保して
おります。

２. 子会社及び関連会社等
　

属 性 会社等の
名 称

議決権等の
所有(被所有)
割 合

関 連 内 容
取引の内容 取引金額

（百万円） 科 目 期末残高
（百万円）役員等の

兼 務 等 事業上の関係

子会社

神 鋼 鋼 線
ステンレス㈱ 100％ 出向 １名

兼任 ３名

当社線材製品の
加工委託先。
当社が貸付を行
っている。
当社が設備等を
賃貸している。

資金の貸付
受取利息
（注１）

940
3
短期貸付金 940

㈱テザック神鋼
ワイヤロープ 100％ 出向 １名

兼任 ５名
当社線材製品の
販売先。

売上高
（注２）

10,282 売掛金
（注２）

2,835

関連会社
神鋼新确弾簧
鋼線 (佛山 )
有 限 公 司

25％ 兼任 ２名 当社の技術支援
先。

債務保証
（注３）

129 - -

（注１） 貸付利率は市場金利を勘案して利率を合理的に決定し、返済条件は３ヶ月としています。
（注２） 取引条件は市場価格を勘案し価格交渉の上で決定しています。

消費税等は取引金額には含めず、期末残高には含めています。
（注３） うち110百万円は同社の金融機関等からの借入に対し、㈱神戸製鋼所による債務保証を当社が再保証

したものであります。
　
（１株当たり情報に関する注記）
１．１株当たり純資産額 3,400円17銭
２．１株当たり当期純利益 271円44銭
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会計監査人の監査報告書 謄本
　

独立監査人の監査報告書
2019年５月７日

神鋼鋼線工業株式会社
取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 俣 野 広 行 ㊞
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 柴 原 啓 司 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、神鋼鋼線工業株式会社の2018年４月１日から
2019年３月31日までの第87期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算
書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。
計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその附
属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及
びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含
まれる。
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書に
対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準
拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどう
かについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施
される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽
表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するた
めのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するため
に、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者
が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類
及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計
の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点にお
いて適正に表示しているものと認める。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書 謄本
　

監 査 報 告 書
当監査役会は、2018年4月1日から2019年3月31日までの第87期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査

役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、監査の方針、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、
取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、監査計画等に従い、取締役、内部監査
部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査
を実施しました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に
応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いた
しました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応
じて子会社から事業の報告を受けました。

②取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社及びその子会社から成
る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第1項及び第3項に定める体
制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（財務報告の適正性を確保する
ための体制を含む。以下「内部統制システム」という。）の構築について、取締役及び使用人等からその構築及び
運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第５号イの留意した事項及び同号ロの判断及び理由について
は、取締役会その他における審議の状況等を踏まえ、その内容について検討を加えました。

④会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監査するとともに、会計監査人からそ
の職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適
正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理
基準」（2005年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求め
ました。
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、

株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算
書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関す
る取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

④ 事業報告に記載されている親会社等との取引について、当該取引をするに当たり当社の利益を害さないように
留意した事項及び当該取引が当社の利益を害さないかどうかについての取締役会の判断及びその理由について、
指摘すべき事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
2019年５月８日

神鋼鋼線工業株式会社 監査役会
監査役(常勤) 藤 森 直 樹 ㊞
監査役(常勤) 前 田 眞 一 ㊞
監査役 森 下 芳 樹 ㊞
監査役 今 井 一 雅 ㊞

（注） 監査役森下芳樹及び監査役今井一雅の各氏は、会社法第2条第16号及び第335条第3項に定める社外監査役であ
ります。

　

以 上
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株主総会参考書類
　
議案および参考事項
第１号議案 剰余金の処分の件
剰余金の処分に関しましては、以下のとおりといたしたいと存じます。
期末配当に関する事項
株主の皆様に対する利益配分につきましては、会社の最重要政策のひとつと位置づけて
おり、継続的かつ業績に応じた適正な成果の配分を行うことを基本方針としております。
また急激な市況変動などの不測の状況に備えるとともに、経営体質の強化や将来の事業展
開を勘案した内部留保を図ってまいります。
このような方針の下、当期の期末配当につきましては、当期の業績を踏まえ、将来にわ
たり災害に強い生産体制の構築に経営資源を振り向けることを勘案して、誠に遺憾ではご
ざいますが、以下のとおり１株につき20円（前期に比べ10円減配）といたしたいと存じ
ます。
（1）配当財産の種類

金銭
（2）株主に対する配当財産の割当てに関する事項およびその総額

当社普通株式１株につき金20円 総額118,242,540円
（3）剰余金の配当が効力を生じる日

2019年６月21日

なお、中間配当金として１株当たり20円をお支払いしておりますので、当期の年間配
当金は、１株当たり40円となります。

第２号議案 取締役全員任期満了につき８名選任の件
現取締役全員（８名）は、本定時株主総会終結の時をもって任期満了となりますので、改
めて取締役８名の選任をお願いするものであります。
取締役候補者は次のとおりであります。
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候補者
番 号

氏 名
生 年 月 日 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

１

河
かわ
　瀬

せ
　昌
まさ
　博
ひろ

1958年 3 月10日

1981年４月 ㈱神戸製鋼所入社
2005年４月 同社鉄鋼部門神戸製鉄所設備部長
2007年１月 同社鉄鋼部門神戸製鉄所設備部長兼鉄鋼部門神

戸製鉄所設備部設備技術室長
2007年４月 同社鉄鋼部門神戸製鉄所計画室長兼鉄鋼部門神

戸製鉄所設備部長兼鉄鋼部門神戸製鉄所設備部
設備技術室長兼鉄鋼部門技術総括部担当部長

2008年２月 同社鉄鋼部門神戸製鉄所計画室長兼鉄鋼部門神
戸製鉄所設備部長兼鉄鋼部門技術総括部担当部
長

2008年４月 同社鉄鋼部門神戸製鉄所計画室長兼鉄鋼部門技
術総括部担当部長

2010年４月 同社執行役員
2012年４月 同社常務執行役員
2013年４月 同社常務執行役員

日本高周波鋼業株式会社顧問
2013年６月 同社代表取締役社長（現在に至る）
2019年６月 同社代表取締役社長退任予定

0株

［取締役候補者とした理由］
　株式会社神戸製鋼所における鉄鋼関連事業の要職や常務執行役員の経験を有しています。また、日
本高周波鋼業株式会社において2013年６月より代表取締役社長として経営に携わっております。こ
れらの豊富な経験と幅広い見識を活かし、迅速かつ的確な意思決定、適切なリスク管理、業務執行の
監視ができる人材と判断し、取締役として選任をお願いするものであります。

２

髙
たか
　木

ぎ
　 功

いさお

1958年１月28日

1982年４月 ㈱神戸製鋼所入社
2013年４月 同社理事、鉄鋼事業部門鉄粉本部長
2015年４月 当社顧問ならびに㈱テザックワイヤロープ顧問
2015年６月 当社取締役
2016年６月 当社常務取締役
2017年６月 当社代表取締役専務執行役員（現在に至る）
（担当および重要な兼職の状況）
社長補佐、関係会社の統括ならびにロープ事業部長ならびに
㈱テザック神鋼ワイヤロープ代表取締役社長

6,900株

［取締役候補者とした理由］
　株式会社神戸製鋼所における鉄鋼関連事業の要職の経験を有しています。当社において2015年6月
より取締役、2016年6月より常務取締役、2017年6月より代表取締役専務執行役員として経営に携
わっております。迅速かつ的確な意思決定、適切なリスク管理、業務執行の監視ができる人材と判断
し、引き続き取締役として選任をお願いするものであります。
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候補者
番 号

氏 名
生 年 月 日 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

３

谷
たに
　川
がわ
　文
ふみ
　男

お

1957年７月14日

1981年４月 ㈱神戸製鋼所入社
2010年４月 同社鉄鋼部門神戸製鉄所副所長兼線材条鋼技術

部長
2012年５月 当社開発本部開発部担当部長
2013年４月 当社技術開発本部長兼同技術総括部長
2013年６月 当社取締役
2017年６月 当社取締役常務執行役員（現在に至る）
（担当および重要な兼職の状況）
技術開発本部の統括ならびにロープ製造の統括ならびにロー
プ事業部尾上事業所長兼同製造部長ならびに尾上ロープ加工
㈱代表取締役社長

9,300株

［取締役候補者とした理由］
　株式会社神戸製鋼所における鉄鋼関連事業の要職の経験を有しています。当社において技術開発部
門での要職の経験を有し、2013年6月より取締役、2017年6月より取締役常務執行役員として経営
に携わっております。迅速かつ的確な意思決定、適切なリスク管理、業務執行の監視ができる人材と
判断し、引き続き取締役として選任をお願いするものであります。

４

平
ひら
　井

い
　久
ひさ
　嗣

し

1960年10月18日

1984年４月 当社入社
2008年４月 当社総務本部総務部長
2009年４月 当社ばね特線事業部営業部長
2011年４月 当社ＰＣ鋼線事業部営業部長
2014年４月 当社ＰＣ鋼線事業部長兼同営業部長
2014年６月 当社取締役
2017年６月 当社取締役常務執行役員（現在に至る）
（担当および重要な兼職の状況）
特殊鋼線関連事業およびエンジニアリング事業部および尼崎
事業所の統括ならびにＰＣ鋼線事業部長ならびに東京支店長
ならびに九州支店、営業所の担当

9,100株

［取締役候補者とした理由］
　当社において営業部門および本社部門での要職の経験を有し、2014年6月より取締役、2017年6
月より取締役常務執行役員として経営に携わっております。迅速かつ的確な意思決定、適切なリスク
管理、業務執行の監視ができる人材と判断し、引き続き取締役として選任をお願いするものでありま
す。
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候補者
番 号

氏 名
生 年 月 日 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

５

吉
よし
　田

だ
　裕
やす
　彦
ひこ

1962年 1 月21日

1984年４月 ㈱神戸製鋼所入社
1997年１月 同社総合企画部主任部員
2001年４月 同社鉄鋼部門企画管理部主任部員
2007年４月 同社監査部主任部員
2012年４月 当社総務本部企画部長
2016年４月 当社総務本部長兼同総務部長兼企画部長
2016年６月 当社取締役
2017年６月 当社取締役執行役員（現在に至る）
（担当および重要な兼職の状況）
グループコンプライアンスの担当ならびに総務本部長兼同企
画部長

2,900株

［取締役候補者とした理由］
　株式会社神戸製鋼所における鉄鋼関連事業および本社関係の要職の経験を有しています。当社にお
いて本社部門での要職の経験を有し、2016年6月より取締役、2017年6月より取締役執行役員とし
て経営に携わっております。迅速かつ的確な意思決定、適切なリスク管理、業務執行の監視ができる
人材と判断し、引き続き取締役として選任をお願いするものであります。

６

生
しょう

治 理 仁
じ まさ ひと

1965年８月２日

1988年４月 ㈱神戸製鋼所入社
2004年１月 同社鉄鋼部門鉄鋼総括部主任部員
2014年４月 同社鉄鋼事業部門営業総括部主任部員兼鉄鋼事

業部門企画管理部主任部員
2015年６月 当社監査役
2016年４月 ㈱神戸製鋼所鉄鋼事業部門企画管理部主任部員

兼法務部コンプライアンス統括室主任部員
2018年４月 同社鉄鋼事業部門企画管理部担当部長兼コンプ

ライアンス統括部担当部長
当社監査役辞任

2018年６月 当社取締役（現在に至る）
2019年４月 ㈱神戸製鋼所鉄鋼事業部門企画管理部担当部長

兼リスク管理グループ長兼コンプライアンス統
括部担当部長（現在に至る）

0株

［取締役候補者とした理由］
　株式会社神戸製鋼所における鉄鋼関連事業の要職の経験を有しています。当社においては2015年6
月より社外監査役、2018年6月より取締役として経営の監督に携わっております。その知識や経験を
当社の経営の監督に活かしていただくため、引き続き取締役として選任をお願いするものであります。

宝印刷株式会社 2019年05月15日 20時02分 $FOLDER; 40ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類
等

計
算
書
類
等

株
主
総
会
参
考
書
類

― 41 ―

候補者
番 号

氏 名
生 年 月 日 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

７

田
た
　中
なか
　崇
たか
　公
ひろ

1973年 1 月17日

2000年４月 弁護士登録（大阪弁護士会）
中之島中央法律事務所入所（現在に至る）

2010年６月 当社監査役
2015年６月 当社取締役（現在に至る）
2019年６月 船井電機㈱取締役監査等委員就任予定

200株

［社外取締役候補者とした理由］
　弁護士として高い見識を有するとともに、当社社外監査役および社外取締役としての経験より事業
に精通していることから、その知識や経験を当社の経営の監督に活かしていただくため、引き続き社
外取締役として選任をお願いするものであります。なお、同氏は社外監査役および社外取締役となる
こと以外の方法で企業経営に関与された経験はありませんが、上記の理由により、社外取締役として
の職務を適切に遂行していただけるものと判断しております。

８

佐
さ
　竹
たけ
　隆
たか
　幸
ゆき

1960年11月22日

1999年４月 神戸商科大学（現 兵庫県立大学）商経学部経
営学科助教授

2004年４月 同大学経営学部事業創造学科教授
2010年４月 同大学大学院経営研究科教授
2012年６月 メック㈱取締役
2016年４月 関西学院大学専門職大学院経営戦略研究科教授

（現在に至る）
兵庫県立大学名誉教授（現在に至る）

2016年６月 メック㈱取締役監査等委員
2018年４月 メック㈱取締役監査等委員長（現在に至る）
2018年６月 当社取締役（現在に至る）

100株

［社外取締役候補者とした理由］
　経営系専門職大学院教授としての専門的な知識や経験を当社の経営の監督に活かしていただくため、
社外取締役として選任をお願いするものであります。なお、同氏は社外取締役となること以外の方法
で企業経営に関与された経験はありませんが、上記の理由により、社外取締役としての職務を適切に
遂行していただけるものと判断しております。

　

（注）１．候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
２．株式会社神戸製鋼所は、当社の特定関係事業者（親会社）であり、同社の業務執行者である候補者
および過去５年間に業務執行者であった候補者の同社における地位および担当は略歴に記載のとお
りであります。

３．田中崇公、佐竹隆幸の両氏は社外取締役候補者であります。
４．田中崇公、佐竹隆幸の両氏を株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取
引所に届けており、両氏の選任が承認された場合は、引き続き独立役員となる予定であります。

５．田中崇公氏は、現在当社の取締役であり、その在任期間は本定時株主総会終結の時をもって４年と
なります。

６．佐竹隆幸氏は、現在当社の取締役であり、その在任期間は本定時株主総会終結の時をもって１年と
なります。
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７．当社は生治理仁、田中崇公、佐竹隆幸の各氏との間で、当社定款および会社法第427条第1項の規定
に基づき、同法第423条第1項に定める損害賠償責任を法令が定める額に限定する契約を締結してお
ります。なお同氏の再任が承認された場合には、当該契約を継続する予定であります。

第３号議案 補欠監査役１名選任の件
監査役の員数が欠けた場合に備え、補欠監査役１名の選任をお願いするものであります。
なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
補欠監査役の候補者は次のとおりであります。

　

氏 名
生 年 月 日 略歴および重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

中
なか
　山
やま
　博
ひろ
　行
ゆき

1983年７月12日

2007年４月 パナソニック㈱入社
2007年11月 公認会計士試験合格
2010年２月 有限責任あずさ監査法人大阪事務所入所
2015年10月 ＰｗＣコンサルティング合同会社入社
2017年９月 同社退社
2017年10月 中山公認会計士事務所開設（現在に至る）

0株

［補欠の社外監査役候補者とした理由］
　公認会計士としての専門的見地から社外監査役としての職務を適切に遂行していただけるものと判断し、選
任をお願いするものであります。

　

（注）１．候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
２．中山博行氏は社外監査役の要件を満たした補欠監査役の候補者であります。
３．欠員補充の必要が生じ、中山博行氏が監査役に就任された場合、当社は同氏との間で、当社定款お
よび会社法第427条第1項の規定に基づき、同法第423条第1項に定める損害賠償責任を法令が定め
る額に限定する契約を締結する予定であります。

　
以 上
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